














































































































































































































・学部学生 50点 (貸出停止期間 14日)
.大学院学生 50点 (貸出停止期間 14日)
















































同数 期間 (日) 反則点 停止期間 可能回数 可能期間




戸山図書館 10問 研究 I 学習。 14 50点 14日間 14日 3日前
理工学図書館 30 
研究図書 2 30日 :7目前
所沢図書館 14 
大学院学生 中央図書館 般!日本語 14 9'1国語。30
研究外国語 30外国語 30 貸出期聞が
高田記念図書館 30 一般 (学習)図書 l 14日 3臼前
戸山図書館 25冊 研究 30 50点 14日間 研究図書 2 30日 :7目前
理工学図書館 60 (学読 30) 60日 ・14目前
所沢図書館 30 
教職員 中央図書館 一般日本語 14 外国語 30




一般 (学習)図書 l 14日 ・3日前
戸山図書館 研究。 30 学習 14 研究図書 2 30日 7目前
















































































メディアネットワー クセンター 原田 }!R也
干li9保99"1'5裕)J3行1L1 
図書館事務部長 (-1 年 )



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































O ~工学図占館では貸出上 rR~ lIIr数を増やすことによる貸出の急増が
懸念されているが。
。特に理工学図書館(学生読書室)における試験期間中の頻繁かつ大
量の貸出・返却の現状は十分認識してL、る。貸出制限期間の検討や業
務処理端末の増設など運用面で対応したし、。
0研究|支|主?と一般(学習)図書はとsのような区分になっているのか。
。理工学図書館では51号館の図書を研究図書、52号館のものを一般(学
習)図書とする。
01回延長手続きすると、貸出JlJlI司はどの程度、延長されるのか。
O貸出可能期間と同じ期間だけ延長できる。
3.次回以降の懇談会の進め方について
図書館提案については、法学部を|徐き、おおむねご了承いただいたと
考える。1月の懇談会では答申案についてご議論いただきたい。答申案
は事前にお示しする。今回の資料と「ふみくらJNo.63を参考にしていた
だき、各箇i月rでさらに図書館との懇談が必姿であれば、個別に対応したい。
以上
図書行政懇談会(第ア回)記録
日時:2000年1月26日(水)17:00~17:30 
場 所:総合学術情報センター国際会議場3階第三会議室
出 席:図書委員会委員長もしくはそれに準ずる者.土田(法研)、源(文
研)、長谷川(悪)(商)、弓野(学院)、竹本(幹)(演博)、楼井(教総研)
役職上の委員:浦川I(図書館長)(座長)、大塚(図書館事務部長)(幹事)
図書館長の指名する教職員:佐藤(政経)、兼築( ・二文)、山崎(理工)、
畑(社学)、松下(図書課)、中西(高日記念)
議事
1.図書行政懇談会答申(案)について
座長から答申(案)について、以下の資料にもとづき説明があった。
( 1)図智行政懇談会答申(案)(事前送付済み)
姿点は以下のとおり。
・事前に送付した答申(案)にご異論がなければ、これを答申としてまと
めたい。
・但し現状の記述に一部誤りがあったので、その部分については以下
のように修正したい。
2ページ 3.審議経過(1)資料をより利用しやすくするために
l行自「所沢図書館については遠隔地ということもありJ→「各キャンパ
ス図書館については」
3行目「学生についてはj→「学生(日r沢キャンパスに在籍する学生を
|除く)については」
答申(案)を受けておもな質問 ・意見は以下のとおり。 (~は座長およ
び図書館の説明・意見)
O両高等学|史教職員への貸出を学内メーlレ使で行えなし、かとの要望が
図書行政懇談会答申 (2000年1月26日)
付属資料
出ているが、各キャンパスの中には両日等学院は含まれているのか。
。2ページ(1)他館返却・他館資料予約取り寄せの実現の項では必ずし
もキャンパス図書館とは限定しておらず、答申(案)については修正の必
要なしと考えるが、今後便宜を図る方向で改革するよう努力したし、。その
ためにはメール便による物流及び貸出返却処理を行うシステム端末の確
保が課題となろう。
0答申(案)本文について異論はないが、前回提示したように戸山図当
館運営委員会からはいくつかの要望が出された。答申(笑)の本文には
反映されていないが、本懇談会の記録として妓し、将来的に実現される
ことを望みたい。記録は随時参!!買できるようにし、今後懇談会ないし問機
の会議体が継続・設置される際には、それが1'し送られることを確認したい。
。了解した。懇談会記録は答申に添付し理事会に提出する。懇談会の
継続等については担当理事とも十分に協議のうえ結論をだしたいと考え
ている。
0笑施H奇J切については「すみやかに実施されることを希望する」とあるが、
かなりドラスティックな制度変更で、あることから、適切な周知期間や周知l
方法については慎重に検討する必要があるのではないか。
。今後の手続きとしては担当理事に対し答申提出後、理事会の了承、
関連箇所の規約改定などを経たうえで、実施となる。図書館の希望として
はこれら手続きなどの諸準備を今年度中に終了し、4月から広報を開始し、
6月1日からの施行としたし、。年度途中の施行となるが、学生の7割は最
寄り図書館1館のみを利用しており、また貸出冊数の上限を増やす方向
での改正であることから大きな問題はなし、と考える。新入生については若
干の混乱も予想されるが、十分な広報を行うことで対応したい。また、反
則点の加算方法については、新制度移行時にそれまでの反則点をすべ
て清算することとし、開始時期の違いによる不利益が生じないよう配慮し
たい。
O答申(笑)5ページ別表で学部学生の延長可能期間の欄に「ω日:14日前j
とあるが、これは誤りではないか。
。ご指摘の通りであり、削除する。
。本日欠席の委員からもいくつかの点について具体的な修文案か‘寄せ
られている。最終的な答申作成にあたっては、今回お示しした答申(案)
の文面を原則維持するが、座長により若干の修文を行なう可能性がある
旨をご了解いただきたし、。
上記のとおり若干の修文をした上で、今回提示された答申(案)を本
懇談会の答申とする旨、了承された。
2.その他
最後に担当JlIl事から懇談会に対して感謝の窓が表された。
さらに以下のような発言があった。
.答申を受領後、理事会に報告し、了承が符られれば直ちに図書館長
及び各図書館に対して実施方を依頼する予定である。
・当初]の諮問事項に示されているように、今回ご討議いただいた他にも
検討すべき課題は多い。本懇談会の任期は1年|初であることから今回で
一応終了とするが、今後、残された課題についてあらためてご意見・ご要
望をいただくこともあり得ると考えている。その際にはぜひご協力をお願
いしたい。
以上
